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　男性が稼いで妻子を養い、忠実な社員を家族ぐるみで会社が守る、20世紀工業社会

モデルは崩れた。雇用は不安定化し、女性の就業が増え共働きが中心になるとともに、

離婚によるひとり親家庭、単身世帯も増える。世界に共通するこのような職場、家族の

変化の中で、地域の重要性が増している。しかし、求められているのは、かつて農村社

会にあった同質ゆえのつながりの強さではない。21世紀型の地域は、多様性を前提と

し、異質なものを包摂（インクルージョン）した強靭さが必要なのだ。

　多様な人々の参加、包摂を促す上で、今、アートの果たす役割が注目されている。大

分大学が実施した地域住民による創作ダンスのワークショップでは、参加者の間に初

対面にかかわらず性や年齢や障害の有無を超えたコミュニケーションとそれに基づ

く信頼感の萌芽が見られた。別府市では、シャッター通り化した商店街をアートによ

り再生する試みで、高齢の商店主と若い人たちが驚きと共感でつながった。英国ブラ

イトンで行うアートフェスティバルでは、目的に最高水準のアートの提供とコミュニ

ティの活性化を並べて掲げ、貧困・荒廃地区の人々をフェスティバルへの参加を通し

て地域に包摂することをめざしている。他にも創造的人材の育成、創造産業の創出等

の効果に着目して、英国ではアートによる地域再生に大規模な投資が行われた。

　一方、近年全国に増えているコミュニティカフェは、多くが個人や非営利団体の自

発的な意思で開設され、地域の団体や個人と連携協力しながら地域の居場所、交流の

場として運営されている。対象を限定しない開かれた場所であること、多様な活動、

特にギャラリーやコンサート、教室などの参加型アート活動を柔軟に展開しているこ

とが多様な人々の参加とその間でのつながりの形成と深まりを促している。

　これらの活動に共通するキーワードは柔軟、多様、寛容、驚き、共感。21世紀型コ

ミュニティづくりに向けた様々な試みが世界各地で始まっている。
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